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12月７日に全県一斉
に秋田県学習状況調査
が行われました。これ
は、県内全ての小中学
校で実施される調査で、

学校や個人の点数の高さを競うのではなく、学習
内容の定着度等の把握や学力向上、学習指導にお
ける検証改善サイクルの確立等をねらいとしてい
ます。中学生の対象は１､２年生です。この日は
朝から、５教科の問題と学習意欲に関するアンケ
ートに臨みました。結果をお知らせできるのは１
月以降となる予定です。一人一人が自分の状況を
確認し、今後に生かせるよう支援していきます。
また、学校としても全体の傾向を知ることで、授
業改善につなげてまいります。
同日、3年生は中間テストに挑みました。静ま

りかえった教室の中で、鉛筆の音だけが鳴り響い
ていました。
今年度の公立高等学校の入試は3月5日で、５

教科の同一問題で「特色選抜」と「一般選抜」が
実施されます。一例として、大曲高校の場合は、
次の選抜方法や配点となります。どちらも学力検
査の結果と３年間の積み重ねを重視していること
がわかります。
☆「特色選抜」（合計 ８７５点）

〈出願の条件〉…学業成績･人物ともに優秀で他
の生徒の模範となって努力する生徒で、

以下の 1、２の両方に当てはまる生徒。
１．中学校時代の成績が優秀で学習意欲が高く、

将来大学進学を目指している生徒。

２．本校設置の運動部や文化部などで中核となっ

て活動し、全県大会レベル以上の成績を上げる

か、またはそれと同等の卓越した能力を有する

生徒で、入学後も当該部活動を継続して全国大

会等を目指して努力をする意志をもつ生徒。

①学力検査500点（国･社･数･理･英 各100点）

②調査書195点 ←中学校１～３年における全教科の評定から
③面接50点
④活動報告書130点←部活動や生徒会活動等の実績等の報告書

☆「一般選抜」

①学力検査500点 ＊特色選抜と同様
②調査書195点 ＊特色選抜と同様
③面接A～Cの段階別評価

＊「募集人員」や「求める生徒像」等の詳細は各
高校のＨＰに掲載されています。

５日、１年生を
対象に、秋田大学
の柴田健教授を講
師にお迎えして、
「SOSの出し方～
思春期の上手な過
ごし方～」をテー
マにした集会を行
いました。中学生

の時期は、誰しもいろいろな不安や悩みを抱き
やすいこと、相手よりも自分の悩みの方が大き
いと思いがちであることなどが話されました。
そして、だからこそ誰もが悩みや弱音を吐ける
ような学校やクラスにしていくことが大切であ
ることを確認しました。

11月30日に、
来年度入学予定
の６年生を対象
とした体験入学
を行いました。
１年生の学年生
徒会のメンバー
が中心となって、
入学ガイダンス

や体験授業、交流会を企画・運営しました。こ
の日のために、１年生は様々な準備を重ねてき
ました。６年生からは、「部活動の内容を知る
ことができてよかった。」「社会の歴史が好きな
ので、中学校の学習でその力をフル活用した
い。」「行事がたくさんあって面白そう。早く入
学したい。」などの感想が発表されました。１
年生にとっても、進級を意識する機会となりま
した。

☆天鷺チャレンジカップﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 ３位
☆平和中学校招待ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 優勝
☆横手明峰カップﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会 ３位
☆秋田県空手道少年錬成大会

女子個人形 第１位 ○○○○
女子個人組手 第２位 ○○○○
男子個人組手 第２位 ○○○○

生徒の活躍


